
農場の飼養衛生管理者が豚熱ワクチンを接種できる 

ようになります。 
 

 

豚熱ワクチンの接種は、これまで県の厳格な管理の下、家畜防疫員、知事認定

獣医師に限定して行われてきました。 

しかし、現在の接種頻度では、必ずしも接種適期にワクチン接種が実施できて

いるとはいえない状況です。 

また、家畜防疫員がワクチン接種業務を一部担っていることで、免疫付与状況

確認検査等の本来の業務に影響が出てきています。 

接種適期に確実に接種できる体制、家畜防疫員が飼養衛生管理指導、免疫付与

状況確認検査の実施・分析等の業務に注力できる体制の整備を図るため、令和 4

年 12 月に豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針の一部変更があり、豚熱ワクチ

ンは家畜防疫員又は知事認定獣医師の指示監督の下、認定された農場に所属す

る登録飼養衛生管理者による接種が可能となります（条件あり）。 

登録飼養衛生管理者及び認定農場の要件のポイントをご確認ください。 

詳しくは、農林水産省ホームページ index-8.pdf (maff.go.jp)をご覧ください。 

 

 

登録飼養衛生管理者及び認定農場の要件のポイント 

 

■ 登録飼養衛生管理者の要件 

・ 県が行う事前研修を受講し修了すること。 

 

■ 認定農場の要件 

      ① 飼養衛生管理基準が遵守されている農場であること。 

➁ ワクチン接種に係る作業手順書を作成していること。 

③ ワクチン保管設備が整備されていること。 
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https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_bousi/attach/pdf/index-8.pdf

